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ル ー プ ス 腎 炎 に 対 す る 柴 苓 湯 の 効 果

大垣市民病院　内科

O 鹿野昌彦 、 沖　良隆 、 青木孝彦

【目的】全身性エ リテ マ ト
ー デス （SLE ）の 患者に と っ て 、 ス テ ロ イ ド剤は

治療に不可 欠な薬剤 で あ るが 、 同時に副作用も問題 となる 。 こ れ らの 副作用は

ス テ ロ イ ド使用量が・多い ほ ど生 じ易 い と考 え られ て お リ、 最小限の ス テ ロ イ ド

量に て SLE を コ ン トロ ールす る必要性が ある 。 柴苓湯 は ス テ ロ イ ド類似作用

を認め 、
ス テ ロ イ ドとの併用効果が認め られて お り、 副作用も極め て 少な く、

膠原病患者に 対 して もそ の 効果 が期待され て い る。今回 、 SLE 、 特に ル ープ

ス 腎炎患者に対 して 柴苓湯を投与 して 、 その 効果 を検 討 したの で 報告す る。

【方法】対象は SLE 患者 12 例で あ る 。
い ずれ の 患者 もス テ ロ イ ド剤 を内服

して い るが 、 最近ス テ ロ イ ド量の 変更は行われて お らず 、 比較的安定期の 患者

で あ る 。 ス テ ロ イ ド投与量はプレ ドニ ン換算で 5 〜 10mg ／ 日で ある 。 11

例に お い て腎生検 を行 い 、 組 織学的に も ル ー プス 腎炎の 診断を得て い る 。 従釆

の 治療法に柴苓湯 を 5 〜 9g ／ 日を追加投与 して その 効果 を検 討 した 。 投与前

と投与 6カ月後に 24 時間ク レ アチ ニ ン ク リァ ラ ン ス C24hCcr ） 、 尿検

査 、 免疫学的血液検査などを施行 して 効果判定を行っ た 。

【結果 】柴苓湯投 与 6 カ 月後 まで に臨床症状の 悪化 を認 め 、
ス テ ロ イ ド剤の 増

量 を認 め た症例は 1例も なか っ た 。 蛋 白尿に 対す る効果 で は 、 改善 5例 、 不変

5例 、 悪化 2 例で あ っ た。蛋 白尿の 程度に分 けて検討す る と 、 明 らかな蛋 白尿

（1g ／ 日以上 ）の 患者 4 例で は蛋 白尿の程度は柴苓湯投 与にて も不変が 3例 、

悪化が 1例で あ っ た 。 しか し、 微量ア ル ブ ミン の 段階の 患老 8例 で は 、 改善 5

例 、 不変 2例 、 悪化 1例で あ っ た 。 24hCcr に関 して は改善 2例 、 不変 1

0例 で あ っ た。抗 DNA 抗体に 関 して は改善 3例 、 不 変 8 例 、 悪化 1例で あ っ

た 。 補体値 （C3 ）に 関 して は 改善 3例 、 不変 9例で あ っ た 。

【考案】ル ー プス 腎炎患者にス テ ロ イ ド剤 と併用で柴苓湯を 6 カ月投 与した 。

こ の 間 、 臨床症状の 悪 化に て ス テ ロ イ ドの 増量 を認 め た症 例 はな か っ た 。 また

蛋 白尿の 改善を約半数に認 め 、 腎機能や免疫血 液検査 値に改善を認 め た症例も

あ っ た 。柴 苓湯 はル ープス 腎炎に対 して 有効 と考え られ た 。
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